
■ ヘベスは、県内での栽培面積の増加に伴って生産量の増加が見込まれています。
■ 新植に伴い、早期の樹冠拡大と、初期収量を確保する必要があります。
■ へベス苗木の１年生苗木と２年生苗木、１年生枝付き苗木（図１、図２）の生育を比較しました。
■ 苗木の仕立て法及び養成年数を検討することで、樹冠拡大や収量等早期成園化に適した苗木につ

いて明らかにしました。
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背景・目的

苗木に１年生枝付き苗木を利用することで樹冠が拡大し、早期成園が可能となる

■ 定植１年目は、２年生苗木の新梢発生数は多くなりましたが、定植２年目には、樹冠容積は２年生苗
木及び１年生枝付き苗木が１年生苗木に比べて大きくなります(表１) 。
■ 定植３年目以降の樹冠容積は、１年生枝付き苗木が順調に拡大し（表２）、３年間の積算した収量は、
２年生苗木と同等以上になります（表３）

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)

■ へベスを新植する場合に初期収量が優れるため、未収益期間が短縮されます。
■ 苗木の育成方法が、他のカンキツへの応用が見込まれます。

留意点

■ 枝付き苗木を販売できる苗木業者は限られますので、事前の確認が必要です。

表３ ３か年の累積収量

図２ 定植1年目の1年生
枝付き苗木の春枝硬化後
（2017年7月撮影）

表２ 定植３年目からの樹冠容積の推移

Z＊はTukeyにて異英文字間に有意差（P<0.05）を示す。
樹冠容積は長径×短径×高さ×0.7で算出した。

表１ 定植１年目の新梢発生状況及び２年目の新梢発生と樹冠容積

図１ 試験に用いた苗木の模式図

１年生 １年生枝付苗 ２年生苗

Z＊はTukeyにて異英文字間に有意差（P<0.05）を示す。

Z＊はTukeyにて異英文字間に有意差（P<0.05）を示す。


